
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２３年４月１０日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系歯学 
キーワード：セミパラチンスク核実験場、顎口腔顔面疾患、分子疫学、口唇口蓋裂、放射線影

響、低線量被ばく、核実験、カザフスタン共和国 
 
１．研究計画の概要 
 1949 年から 1989 年の間に，旧ソ連（現カ
ザフスタン共和国）セミパラチンスク核実験
場 (SNT)において 458 回の核実験（地上 30
回，大気中 88 回，地下 340 回）が行われ、
SNT 地域住民に急性・慢性の放射能被爆をも
たらし，高い頻度で造血系，循環器系，腫瘍
性疾患等が発症している。 
 私たちは既に、SNT 周辺の高線量被爆地
域:HIR（1.0Sv 以上）における唇顎口蓋裂発
症率および口腔疾患罹患率は中等度被爆地
域 MIR（0.5-1.0Sv）や対照地域:CON と比較
して有意に上昇していること、HIR の欠損歯
数，口腔疾患罹患率，全身疾患罹患率は CON
と比較して有意に上昇していることを明ら
かにした。また、核実験場周辺住民から採取
した血液および唾液・歯垢由来の DNA を用
いて、CON と HIR の成人で，因子 A [IL-1 
(889) , IL-1(-511)遺伝子多型]と因子Ｂ[地
域差]を従属変数，喪失歯数（CON:10.37 本，
HIR:15.43 本）を目的変数として，二元配置
法による分散分析を行い，遺伝子多型により
喪失歯数の違いがみられ(p＜0.01)、地域差が
より大きな喪失歯数への影響因子と考えら
れ，その因子として放射線の影響が最も強く
疑われた。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、平成 16－18 年度に核実験場
周辺住民から採取した血液および唾液・歯垢
由来の DNA を用いて、口腔常在菌ならびに
Helicobactor pylori:H.p について PCR 法を
用いて検討するとともに、日本人患者及び健
常人における口腔常在菌ならびにH.pについ
ても PCR 法を用いて検討し、カザフスタン

と日本での比較検討を行った。その結果、
SNTS 周辺住民における歯周病原菌の検出頻
度と歯周病態は相関しており、歯周病発症に
関与する細菌叢の成立には特に A.a, T.d,, P.i
菌 の３菌種が深く関わっていることが示唆
された。また小児期から P.g を高頻度に認め
た。このことから、日本人に比べ歯周病発症
のリスクが高いと考えられた。H.p 感染率は
欧米などでは低く、アジア・アフリカでは高
いことが明らかとなっているが、SNTS 周辺
住民の感染パターンはザイールと類似して
いた。したがって、HIR 地域住民における高
い喪失歯数は、口腔内細菌叢の変化ではなく
環境因子や宿主側因子に起因することが裏
付けられた。 
 さらに、カザフスタン共和国セミパラチン
スク核実験場（SNTS）周辺在住の住民の大
臼歯のエナメルを用いて、 electron spin 
resonance (ESR)法で各個体の吸収線量評価
を行った。対象は、1949年に旧ソ連邦により
行われた最初の核実験で最も汚染された、爆
心地から100kmに位置するDolon地域の住民
である。歯周病などのため抜歯された51本の
大臼歯が用いられた。このうち8本は核実験場
から400kmはなれた、核実験の影響を受けて
いない対照地域であるKokpekty,地域の住民
由来である。その結果、自然被曝線量を差し
引いて、Dolon地域の核実験の開始前にエナ
メル質が形成された大臼歯では、最大450 
mGyの被曝線量を認めた。一方、核実験後に
エナメル質が形成された大臼歯では100 mGy
以下を示した。これらのデータは、今までの
線量評価とよく一致しており、本方法は放射
線被曝後40年以上経過しても被爆線量評価が
可能な、有用な方法であることが明らかとな
った。今後さらにSNT周辺の他の被曝地域も
対象に本方法を用いて評価する予定である。 
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 また、カザフスタン共和国セミパラチンス
ク核実験場（SNTS）から北東に 400km 離れ、
中国のロプノール核実験場からは 1000km
離れている、中国国境に近いカザフスタン共
和国のマカンチ、ウルザール、タスケスケン
地域在住の住民の、歯周疾患などで抜歯した
歯のエナメルを用いて、 electron spin 
resonance (ESR)法で各個体の吸収線量評価
を行った。対象は、1966 年から 1981 年まで
これら地域に住んでいた住民より歯科疾患
で抜歯した大臼歯（11 本）、小臼歯（10 本）、
切歯（1 本）であった。また、SNT 核実験場
から 400km はなれた、核実験の影響を受け
ていないコクペッティー地域の住民由来の
１１本の歯が対照として用いた。その結果、
自然被曝線量を差し引いて、マカンチ地域で
は 62±28mGy、ウルザール地域では 64±
30mGy、タスケスケン地域では 49±27mGy
であり、対照地域では-19±36mGy の外部被
曝線量を認めた。以上の結果、これら地域で
はロプノールでの核実験の影響を受けてい
る可能性が考えられた。さらに、本方法は放
射線被曝後かなりの時間が経過しても有用
な方法であることが明らかとなった。今後さ
らに SNT 周辺の他の被曝地域も対象に本方
法を用いて評価する予定である。 
 
３．現在までの達成度 
 研究計画は、②おおむね順調に進展してい
ると思われる。セミパラチンスク地域以外の、
中国のロプノール核実験場に関する報告も
することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 SNTS 周辺地域で現在までに調査・検診・治
療した住民の follow up study を開始したい。 
 また、本研究成果を福島第一原発の事故に
よる低線量放射線被ばく医療にも生かした
いと考えている。 
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